















































































【結果および考察】褥瘡発生状況は、2008 年が 74 件（内
NICU/GCU86.4%）、2009年が135件（内NICU/GCU85.9%）、2010
年が158件（内NICU/GCU70.8%）であった。知識の普及につい
ては、各病棟での研修会の他、毎年4月に新人看護職員向けの研
修会を2008年から企画し実施した。研修会により、早期発見の
重要性の周知、入社初期からの意識付けにつながり報告書も増え
たと考える。資材の導入につていては、持続硬膜外麻酔チューブ
固定用テープとして優肌絆の導入、1000g未満の児に対し脆弱な
皮膚の保護のための体圧分散寝具を導入等をした。看護手順の作
成と変更につていては、NICU/GCUでのスキンケアの見直しと
して、2009年より家族からの意思を確認し児に清拭後の保湿ケ
アのための保湿剤塗布を開始。2009年に早産児における人工肛
門造設後のケアマニュアル作成等をした。これら、資材の導入や
手順の変更は、時に変更内容が実施されていないこともあり、適
宜、確認が必要である。また、他の赤十字病院から、人工肛門造
設術を受けた児のケアについてコンサルテーションを受けた。
【おわりに】褥瘡対策において、ハイリスク、ローリスクに関わ
らず予防的ケアと早期発見が課題であり、今後も知識の普及と同
時にタイムリーな対処を実施していきたい。
早期経腸栄養が実施された救急科患者の下痢に関連
した皮膚障害予防ケアの検討
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【目的】1.Bacterial Translocation（以下BT）予防目的で早期経腸
栄養（以下EN）を開始することは、頻回な下痢を招き皮膚障害
につながるという仮説を検証する。2.目的1の仮説に基づき下痢
による皮膚障害を予防するための統一したスキンケアを早期より
実践し、その効果を検討する
【方法】救急科が担当した18歳以上、気管挿管管理、EN実施さ
れ、ICUに3日以上滞在した患者のうち、2009年1月1日～2010
年3月31日の72名を介入前群、統一したスキンケアを実施した
2010年7月20日～11月30日の18名を介入後群とした。介入前群
は後ろ向きにカルテより、介入後群はスキンケアリストを用い
ICU看護師が受け持ち対象患者の情報を収集し、皮膚障害の程度
は0～4のGladeで分類し、データはピアソンの相関分析を行っ
た。看護研究推進委員会の承認を得て実施した。
【結果】介入前群72名のうち下痢による皮膚障害は8名（11.1%）
に生じていた。この8名は顕著な体重増加を認めた。介入前・後
群において皮膚障害を生じた対象者では、泥状～粘液性の排便が
ある対象者に皮膚障害が生じた場合には、その皮膚障害の程度と
強い相関関係を示した（前:0.81,後:0.71）。また、EN開始時期が
相関関係にある因子は認められなかった。下痢による皮膚障害の
程度は、介入前群8名中Glade1:1名,2:6名,3:1名で、介入後群5名
中Glade1:1名,2:2名,3:2名だった。
【結論】1.EN開始時期が早いほど下痢やそれに伴う皮膚障害を生
じると考えていたが、それを証明する因子は得られなかった。2.
皮膚障害がない段階で予防的ケアを実施することは皮膚障害の発
生、悪化予防につながる可能性がある。
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